
てつ流 出 油 処 理 実 験の結果に
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郎*四井，鳥

哲*橋松

外径15醐 φ内径12rnrn悼のノスノレ

の内側に外径 8rnm世内径 6rnrn悼

の補助ノズノレが入っているも

の。

閥 補助剤は内径 6mrn世の補助ノス‘ノレから噴射

S ノス〉レの形状

二つのフラット散水型ノスノレを使用した。

ケりレ化斉IJ用 7 kgjcm2の時lOt/分(新倉EX

655) 

71包jcm2の時3.7P j分(新会 EX

622) 

(3) 実験用タンク及び防泊堤

実験には図 lの様に透明な塩化ビニーノレタンクを

使用し，タンクの外担IJには，木わくを組み塩化ビニー

ルシートを敷いて防油堤を{乍った。

夫*将沢責民

ゲノレ化剤用

補助剤用

b 

化学工業の発展に伴い，石油類の覇軍要量は増大し，

それに伴って石油類の流出事故等の潜在危険が常に我

々の屑囲を取りまいている。液状危険物が流出し，拡

大した場合の処理方法として，従来から研究を続けて

きた石油類のゲノレイ七(所報10号)，有機溶剤lのゲノレ化

(所報11号)，の研究成果を基に，流出危険物の処理能

力を広大し且つ取り扱い操作を安全容易としたゲル化

剤放射装置を試作した(所報12号)。試作した処理装置

の性能を把短し，処理作業上の問題点を調査するため

に，カソリン(1， 650P)，及びアルコーノレ(550f)の流

出油処理実験を実施した。

さらに，ゲノレ化燃料の消火対策の為，噴霧放水，及び

界面活性期l系泡消火剤lによる消火実験を実施し，消火

効果を確認した。

めじlま

図 1 貯蔵タンク及び防j由堤の設定図
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ガソリン及びアルコールの処理実験

(1)実験場所及び実施日

実施場所 江東区辰己三丁目 12号埋立地

量産擁日 昭和50年12月 9日

(:!) 実験使用装置について

本実験に使用したゲノレ化剤放射装置》乙ついては，所

報12号に掲載した試作装置を使用した。

ホースは 20m延長出来るもので，テフロンホース

C13mrn唖)の外側にステンレスフーレード並びにスプリ

ングを取り付けて保護し，外径17畑 φのものを使用し

た(耐圧70kgjcm2)。

ノズルはタンク内部等の潔い液層の処理用として，

ストレート放射ができるメインノスノレ (~1 ノスョノレ〕と

浅い液l曹の処理用として広い範囲に喰甥放射できるサ

プノズル (Sノズル〕を使用した。

Mノズノレの形状

a第一研究室

2. 

a 
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(4) ゲノレ化斉リ及び補助斉IJ

ゲノレイヒ剤はジベンジリデンソノレビトールのジメ

チノレアセトアミド(DMAC)15重量%の溶液を使用し

Tこ。

補助剤としては，カ'ソリンの処理作業に，インプロ

アノレコール CI.P 

水を使用した。

出実験方法

a ガソリン流出主主穫実験

ノレの処理作業に

2の様にゲノレ化剤殺針務窓食事問に積載し，ガソ

リン用タンクの風上側10mの位置に配置し予めタン

クの位置までホースを延長し，ケ‘ノレ化剤放射装置のゲ

ノレ化剤タンク及び補助剤タンクは20kg/cm2に加圧して

おいた。図 2の各位置に各々作業担当員を配置し，実

験開始と共にタンク底部のつ〆タ令開放してタンク内

ゾリン (1650f)な流出 と れきちから約80c田の

(620f流出) までょ時点〈流出開始後 4分30

に処理作業を開始した。総禁容。{ヤ裁はタンク内のゲ

ノレ化処理作業 (Mノズノレ使郊〉合 2分間行い流出が止

まらない為， -H流出コックを閉じ防油堤内のケ〉レ化

処理作業 (Sノズル使用〕を行った。

なお，カソリンはハイオクタンのものを使用した。

図 2 ガソリン処理状況

N'""'¥oo'"己弁ー

アルコール処護索議会

ガソリン処理実験の場合と同様に，作業員が位置に

つき， タンク底部のコックを開放してアノレコール(550

nを流出させ実験を開始した。流出開始 2分後Mノ

ズル及ひ:Sノズョノレを同時に使用してゲル化処理作業を

開始し，ゲル化の状況を観測しながらタンクの流出が

し，防油堤内のゲノレ完るまで作業を行っ

なお， アルコーノレは燃料対

実験結果及び考娯

a ガソリンの

んを使用した。
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(a) 気象観測

天気 雨

気温 60C 

風位風速 北東2.0~4. Om/sec 

湿度 98% 

3 アルコー)~処線状況盟

ゲノレ化状況観測結果

タンク内ゲル化状況 I

5砂経過 吐出口部分にゲル化状のもの

が混濁

10秒経過 白いケリレ状のものが全体に混

濁

加秒経過

秒経過 白いケ'ノレ:伏じら 増

B目

的秒経過 白いゲノレ状のものがよに増

加

1分経過 下半分にゲノレ状のものが増加

し，流出速度が低下した

2分経過 総体にゲノレ化状態が進行した

が，ゲノレとカソリンが混渇し

た状態のままで流出は止らな

かった。

流出コ

ク内の方ソリンについてはつソク

ゲルイヒ剤を再放射してと金以

(Ii) 防油堤内ゲノレ化状況 (Sノズル使用〉

ゲル化剤を放射することにより， J順次ゲル化し，ゲ

ル化剤放出終了時には完全にゲル化した。

b アノレコール処理実験

(a) 気象観測

雨

50C 

B訴し佼風速 北々東1. 4~な

98% 

ゲノレ化状況観d!IJ結果



(i) タンク内のゲル化状況 (Mノズル使用〉

5秒経過 吐出口部分が白濁し，流出速

度が.やや低下した。

20秒経過 下部全体のゲル化が進行し白

濁

30秒経過 タンク内全体が白濁し，ゲル

化が進行，吐出口からの流速

は著しく低下。

50秒経過 ノズルの移動が困難となる。

1分ff過 タγp内のゲル化が完了し流

出が全く止った。

(H) 防油堤' 内のゲル化状況 (Sノズル

使用〕

防油堤の側面から順次ゲル化し分後にタンクの

流出が停止したので，吐出口部分をゲル化し 1分20

秒後にゲル化を完了した。溜ますへの流出は無かった。

(7) 考察

アルコールは，ゲル化処理が完全に行われた為，流

出を止めることができた。一方ガソリ γは一応ヶール化

できたもののタンク内からの流出は阻止できなかっ

た。この理由は予備実験によりゲル化の確認を行った

際，ゲル化剤を増量放射すれば，ゲル化できたことか

らみて，この実験ではゲル化剤がタンク内に充分量拡

散されず，ゲルの強度が出なかったのが原因であっ

7こ。

a ゲル化斉1]の放射量

事前に実施した実験結果(表1)に基づき，タンク

圧力20kg/cm2で圧送した。当初の予定ではタ γク内残

量900.e程度となり 2分間の放射 (Mノズル)で約120

tのゲル化剤が噴射でき，流出口からゲル化を行う

〈約30.e程度のロス〉計画であったが，流出が速すぎて

ゲル化物及びゲル化剤がタンク外に流出してしまった

ことと，ゲル化剤のタンクが減圧したため，ガソり γ

タンク内にゲル化剤が予定量噴射されるに至らない状

態であった。

表 1 ゲ)1，化剤放出実験結果

タンク圧力
(kg/αn2) 

10 

15 

20 

M ノズル IS ノズル

35( .e /分〉 測定せず

59 ， 

63 17. 4U /分〉

b タンクの流出速度

流出試験の結果図4から求めたアルコールタンク及

びガソリンタソタの処理作業開始時の流速は，各々約

50.e . 120.e /分となる。実際のガyリンタ γ タの実測

値は初めの 3分間の平均で約160.e/分 (20cm/分降下)

で，アルコールの場合は特に流速に変化がなかった。

( 5ω/分|傘下〉

図4 各貯蔵タンクの流出速度実験結果
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c 温度によるゲル化について

温度が高まると一般的に拡散速度が早くなる。ゲル

化剤の性質から拡散が早い方が，ゲル化に有効であ

り，気温が低いとゲル化という面では作業はやりにく

くなる。

d タソクの加圧について

ゲル化剤放射装置の構造は 10kg/cm2に却l圧し，毎

分20.eのゲル化剤を放射し 10分間の処理作灘ができ

る構造とされている@今回の処理作業では拡散を早め

る目的で20kg/cm21こ加圧した為.Mノズルを使用した

場合. N2ボンベからの送気が間に合わずタ γF内の

圧力が10kg/cm2まで減少した。
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3. ゲル化燃料の消火実験

ゲル化燃料(ガソリンゲル，灯油ゲル〉と非ゲル化

燃料を燃焼させた場合の燃焼性状と噴霧注水並びに界



面活性糸約消火斉IJ ( 

効果を線認した。

(1) 爽験義務所及び実線

流出油処理実験と同じ

(2) 実験方法

ケソレ化燃料と非ゲノレイと燃料3ピオイルパソ 2.0 

m鎌鉄観〉にそれぞれづっ入れて燃機冬サ燃焼

状況を観測し定常燃焼後，ポンプ車を使い，水噴緩及

び界面活性斉IJ系泡剤により，風上 5mの位置から消火

を行~"消火時間及び消火状況を観測したね

で消火した機会のil~火

(3) 

a ゲノレイじ燃料

(a) カ'ソリンゲノレ ，、イオクタンガソリンを

流出納処理実験で，ケツレ

したもの。

出灯油 100郊にみ?し水 5

総で界面活性剰によりゲ

}
 

》{
 

ゲノレ

ノレ化したもの。

b 非ゲル化燃料

(為) リン

制l

(~) 気象条件

気温 5.5'C 

湿度 98% 

イオクタ

臼灯油

m/sec 

(5) 

各実験の結果は表 2~4 の示すとおりであった。

表2 ガソリンゲル消火実験結果

¥¥所要時間
¥¥  ;ガソリンゲノレI ソリン!鱗 考

事-象一¥! ! ーム一一 一

手竺l--J」ーリ
全面燃焼 5' 

消去開始J っ'''11¥'I ')， "11¥' I凶火炎が
(噴霧注水)I " ，"，v ゐ dυ | 残る程度

燃焼下火 D.Îf)制;
となる ~ v¥t 

脈州久i ゲれ山W川1臼v川 むrパ拶イI 3' 

消 火 I 3'η問…2おげ判5ゲ判，ぺ 4'打叩悶5日町5' 
， 

表3 灯論ゲ消火実験結幾

子 高 「 灯 油 土 百 九
事象

着火開始 o I 

明鰍!
消火開始

(噴霧注水)

三寸「
;」三iN注(ω2の〉
附縛dsγηノ}I 消火

泡消火開始|

消火

表4 灯滅ゲ消火実験結梁心部自火〕

¥¥所要時間
¥¥  !灯油ゲル!灯 拘I1 v1ii 考

事条一二千 一一一 日一一一一

引開始 I a I 
一一一了一 士11¥' 注(1)1

全面燃焼 l'白川 l'os"-'1注(1)ガソリ
ンを添加
し着火

減収
治-;-r 6'25' 

ガソリンゲんの燃焼及が消火

火時に，やや大な炎を上

った程度で，絡にケツレ化による燃焼差はなかリ

た。消火に関しては，噴霧注水の方向を変えたが小炎

が移動して消火できなかった。更に接近し，一度にお

、かぶせるようにナれば消火寸台数るものと思われ

b 灯油ゲノレの燃焼及び消火

炎が赤くなり.煙の量が少い以外は特に差はなかっ

た。また噴霧注水による消火が有効であることが脱却

泡消火では9 遣を干差が!れているが， これは

火々決による差勺なあり，特に消火効擦が有るとは続

出来ない。

わりに

昭和48年にを裁のガソリ γめゲルイヒ処理実験令

実施したが，今回の実験により，ゲノレ化処理対象量を

10倍に拡大してもゲル化できること，又補助剤を変化

させることによってアルコールがゲル化処理できたと
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とで，一般的に有機溶剤といわれる危険物も多量にゲ

ル化処理作業が可能であることが判った。規模の大き

い流出部分のゲル化処理には流出を停止するだけの，

粘度が必要であるが，実験に使用したゲル化剤には，

捜枠によりゲノレが崩綾し，低粘度化する性質があり，

未だ充分な強度が得られていない。ゲル化燃料は消火

実験により，消火が容易になるこ主は，明らかにされ

たが，ゲル化剤が可燃物であるという点から噴霧によ

る処理作業中の引火危険を考慮すると.決して安全と

はいい難い。

今後，消防隊の処理作業上の安全を確保するという

点で，ゲル化剤を不燃性に且つ，ゲル化処理した危険

物が不燃化できる方法を研究していく必要がある。
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